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Neutron generation from the fast ignition scheme fusion with counter-irradiation 
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 我々が開発した繰返し高速点火加熱用レーザーシステム（HAMA）を用い、対向照射高速点火方式に
よる核融合中性子発生を試みたので報告する。HAMAレーザから圧縮ビームと加熱ビームを生成し、
それぞれ2本ずつに分割し、互いに対向させてターゲットに照射する。すなわち合計4 つのレーザビー
ムを同軸対向照射している[1]。図1にHAMAレーザを用いた実験で得られた中性子検出器の出力信号
を示す。この中性子検出器はシンチレーション検出器であり、図中、20nsec以前にある大きな信号はγ
線による信号であり、80nsec近傍のピークが中性子による信号と考えられる。図に示すように連続して
中性子と思われる信号を検出した。 
	
 また対向照射によるコア加熱のメカニズムを解析するために、大阪大学GXII 並びにLFEX を用いて
行った核融合反応中性子の検出結果(図2)についても併せて報告する。図中、700nsec近傍のピークが中
性子による信号と考えられる。 
 

	
 	
 

図１	
 HAMA実験中性子シンチレータの信号 図２	
 LFEX実験中性子シンチレータの信号	
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